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１５． 膜 型 免 疫
グ ロ ブ リ ン 関 連 蛋 自 の 慰 合 蛋 自 作 製 に つ い て

（神 縫 内 科） 清 氷 優 子 ・ Ｐｅｔｅｒ ＫＩ
Ｇｒｅｇｅｒｓ ㎝ ・ Ｎｉｃｈｏｌａｓ Ｃｈｉｏｒａｚｚ１

呈６． 温度応 答陸高分子を結合した免疫グロプリン Ｇの調製と免疫複合体形成能

（医 用 工 学 研 究 施 設１〕， 上 智 大 ・ 理 工
皇〕） 菊 池 明 彦１〕・ 桜 丼 靖 久１〕・ 岡 野 光 夫’〕・

武 井 良 之呈〕・ 青 木 隆 史２〕・ 緒 方 直 裁里〕

座長 今西健一 （微生物学免疫学）

１７． 多 発 性 硬 化 症 に お け る Ｆａｓ 抗 原 発 現 の 検 討 （神 経 内 科） 蘭 申 久 恵 ・ 太 田 宏 平 ・

生 坂 政 臣 ・ 清 水 優 子 ・ 植 困 美 加 ・ 岩 田 誠

１８． べ 一 チ ェ ッ ト 病 患 者 自 血 球 の Ｆａｓ 抗 原 検 索 （第 二 病 院 眼 科） 穂 困 和 央 ・ 長 谷 英 樹 ・

永 富 絵 美 ・ 原 里 佳 ・ 氏 原 弘 ・ 宮 永 嘉 隆

１． イ ンスリン自己免疫症候群 （平田病） における

多 ク１コーン 性イ ンス リ ン 亀 己 抗 体産 生 に 必 須 な

ＨＬＡ一皿 脳 β 鎖７４番 グ ル タ ミ ン 酸 の 存 在

（糖 尿 病 セ ン タ ー） 内 潟 安 子 ・

土 川 和 子 ・ 大 森 安 恵

〔目 的〕 イ ン ス リ ン 注 射 を し た こ と の な い 方 に， 突

然の低血糖発作カ楯 こる疾患カミ２０年前に平田幸正らに

よ っ て 発 見 さ れ た． い ず れ の 患 者 に も 血 中 に 犬 量 の イ

ン ス リ ンカ葦存 在 し そ の９０％ 以 上 はイ ン ス リ ン抗 体 と 結

合 し て い る こ と が わ か っ て い る． 漢 た， 現 在２００余 名 の

平 田 病 が わ れ わ れ に よ っ て 登 録 さ れ て い る カミ， こ の う

ち３２名 の ＲＬＡ を 調 べ た 限 り 全 て の 患 者 は ＨＬＡ－

ＤＲ皇（ＤＲＢ１＊０４０６） を 持 っ て い た． さ ら に 患 者 数 を 増

や し て
，
４８名 の Ｈ ＬＡ－Ｄ Ｒ逐の ＤＲ Ｂ１＊ ０４０６ ａｌｌｅｌｅ の ど

の 部 位カ茎第 一 義 的 に こ の 疾 患 と 関 係 し て い る か を 調 べ

た
．

〔結 果 ・ 結 論〕 こ れ ま で 全 て の 患 者 は １）ＲＢ１＊０雀０６

を 持 っ て い た が， 患 者 数 を 増 や し て い く と， ＤＲＢ１＊

㈱ ７， ＤＲＢ１＊０４０３の 対 立 遺 伝 子 も 存 在 す る こ とカ
§わ

が っ た． し か し 依 然 と し て ＤＲＢ１＊０４０６カ主疾 患 の な り

易 さ は 第 一 位 で ｏｄｄｓ ｒａｔ１ｏ ７５、
逐を 示 し た

．
ＤＲＢ１＊

０４０７， ＤＲＢ１＊０４０３は 発 痘 し て も よ い だ ろ う と い う 範

囲 に と どま る． 三 つ の 対 立 遺 伝 子 の 共 有 部 位 は 第 四 可

変 領 域 で， そ の う ち の７４番 ア ミ ノ 酸 は 全 て グ ル タ ミ ン

酸 で あ る こ１と が わ が る． こ の 疾 患 に は７専番 ア ミ ノ 酸 が

グ ル タ ミ ン 酸 で あ る こ と が 必 須 で あ る と い え る． ７皇番

グ ル タ ミ ン 酸， ３７番 セ リ ン， ８６番 バ リ ンカ
ミそ ろ っ た

ＤＲ４（ＤＲＢ１＊０４０６）カまも っ と も 平 蘭 病カミ発 痘 し や す い

と い え る
．

２
． サ
ル 腎 移 植 に お け る ㎜ｉｘ６ｄ ｃｈｉｍ 飢ｉｓｍ ど 免 疫

寛容の導入

（マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 総 合 病 院）

河 合 達 郎 ・ Ａ
．
Ｂ
．
Ｃｏｓ 楡ｉ・ Ｄ．

Ｈ
．
Ｓａｃｈｓ

Ｍ ＨＣ ｆｕ１１ 搬ｉｓｍａｔｃｈ の カ ニ ク イ ザ ル を 剛 ・て 同 種

腎 移 植（ｄａｙ０） を 行 っ た．
非 致 死 量 の 全 身 照 射３Ｇｙ（一

ｄａｙ６）， 胸 腺 に 対 す る 局 所 照 射 （丁玉， ７Ｇｙ， ｄａｙ －Ｉ），

Ａ ＴＧ （５０ｍｇ／ｋｇ， ｄａｙ －２， 一 １， ０）， ド ナ ー 骨 髄 移 植

（ＤＢ Ｍ）に １ ヵ 月 問 ＣｙＡ を 加 え る こ と に よ っ て， ６ 頭

の サ ル に ｒｎｉｘｅｄｃｈｉｍｅｒｉｓｍ を 認 め， 移 植 腎 も 免 疫 寛 容

状 態 と な っ た （＞５４０，
〉２些Ｏ
，
１９８
，
１９６
，
＞ １５４
，
〉１４０Ｂ）

．

こ れ ら の ド ナ ー 特 異 性 は ＭＬＲ お よ び 皮 膚 移 植 に よ っ

て 確 認 さ れ た
．
鵬 Ｍ な し， 放 射 線 照 射 な し な どの コ ン

ト 日 一 ル は い ず れ も 術 後６０日 ま で に 移 植 腎 を 拒 絶 し

た
．

３． メ ト ト レ キ サ ー ト の 抗 リ ウ マ チ 作 用 発 現 機 序 の

検討

（膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン タ ー）

中 島 亜 矢 子 ・ 箱 田 雅 之 ・ 山 中 寿 ・

鎌 谷 直 之 ・ 柏 崎 禎 爽

Ｍｅｔｈｏｔｒｅｘａｔｅ （Ｍ ＴＸ） の 慢 性 関 節 リ ウ マ チ （ＲＡ）

活 動 憧 抑 制 効 榮 の 機 序 を 明 ら か に す る た め に， ＲＡ の

関 節 滑 膜 を 構 成 す る Ｔ，Ｂ， 滑 膜 付 着 細 胞 を ク ロ ー ニ ン

グ し，Ｍ ＴＸ の 細 胞 増 殖 抑 制 効 果 を 検 討 し て い る． 現 在

ま で の と こ ろ
，
Ｍ Ｔ Ｘ はＯ

，
１μ Ｍ で Ｔ お よ び Ｂ 細 胞 の

増殖を完全に抑制したカミ滑膜付着細砲の増殖は殆 ど抑

鵠 せ ず， 付 着 細 胞 で あ る 飾 ｒｏｓａｒｃｏｍａ ｃｅ！ｌ ｌ１ｎｅ ■

（ＨＴ１０８０） の 検 討 か ら， Ｍ ＴＸ の 増 殖 抑 織 作 用 は 増 殖

速 度 に 関 係 し て い る こ と を 前 回 の 本 会 で 報 告 した． 今

回さらに低濃度域でのリンパ球増 樹こよる影響を検討

す る と と も に Ｂ 細 胞 株 お よ び そ の ＫＰＲＴ 欠 損 株 に つ

い て 検 討 し た． Ｔ お よ び Ｂ 細 胞 の ク ロ ー ナ ル な 増 殖 は

０，０２５～Ｏ．０５μＭ の Ｍ ＴＸ で 完 全 に 抑 徽 さ れ た が， 滑

膜 付 着 細 胞 の 増 殖 は５０μＭ で も 抑 織 さ れ な か っ た．ＥＢ

ＶｉｒｕＳ に よ り 馴 こ 株 化 さ れ た Ｂ 細 胞 株 に つ い て リ ク

ロ ー ニ ン グ し ＭＴＸ の 影 響 を 検 討 し た と こ ろ， ＩｇＧ 産

生 株 で は ク ロ ー ニ ン グ 効 率 の 高 い 細 胞 株 で は０．１μ
Ｍ
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で増殖抑鰯が強く， クローニング効薬の低い細胞株で

は 抑 翻 程 度 洲 蟻 く，
蕊丁 燃 舵 同 様 で あ っ 花．

一 方，

Ｉｇ脳 産堂株で１塞蟻Ｇ 薩盤稼 ＆濁穰慶のク⑫一ユング

効 薬 で 菰 っ て も 撒 饗ｘ の 綴 鰹 猶 耀 抑 制 効 築 は 低 く，

’

ＭＴｘ の綴鰹増穂郷織効 熱蓋璃殖遼 繍 勧 脱， 綴胞肉

代識の麓も鰯係し 仙 鴻 を簿吏塔級花．

４． 麟
欝斑岱綴髄の鏡疫癒饗縫⑳犠講一麟欝疵丁

綱胞は捌鵬 聡剛ζ榔２易も㌔一

（母子総 合匿嬢奴 ンタ Ｊ㌔ 微塗物 学 免疫

学り 高橋尚人 ～ 今繭鰹 Ｊ〕・

伝志獺簿詞 篶 肉泌竹彦望〕

薪生 蛾ま一般１こ易感染燈があ簑重縫感染療を来し易

レ功童， 薪 塗 泥 ㌘ 綴 鰹 ⑳ 免 疫 感 答 縫１こ つ い て は 箏 明 の 点

カ音多 い．
そ こ で， 薪 隻 蝿 丁 綴 麗 の 免 痩 癒 答 性 を ス ー

パ ー 抜 原 で あ る 室眺 途 Ｓ総 汰 Ｓｙ洲す０搬ｅ ｔＯＸ抵一

ヱ （ＴＳ 駆一至） を 傲 ・穣 講 し た． 斌
象 は 姦 飴３８～４⑪週 の

正常薪隻兜⑳麟籍愈蔓ンノミ球で， 健常成人末梢血リン

パ 球 を 鈍 較 対 照 と し 花．
鱗 帯 滋 分 離 難 核 球 は， ＴＳＳＴ一

脚 激で威人蹄鰯よ夢脅意１こ強も増 薙反庵と脅意に抵

い Ｉレ２麓 整 登 承 し， こ ⑳ 艦夏乙一２麓
生 縁 分 灘 丁 細 胞 の

場含；こも箆魯狐花． 郷こ免疫反慰の簿続憧竺いう意味

で竃嚢な 晩ｓｔの便滋機登 鷲Ｓ公至鰯 激で生成し花 Ｔ

ｃ釧 晩竃セで糠誠し怒． 麟欝
滋 γ 紹 胴 漱 は威人対照

あ 丁駅 の 棚２籍螺潟漢 沙望浴 脱 対する反燃 榊こ関

し麓は 鮎 嚇，
丁鑓 谷 踊 潮激紀瀦し１馳 ん 削Ｌ－２藤

婁妻登 添 慈 な湯、つ 稔．
籔簿琴糞：滋 父覇籔碧謡激 薮皿擦望蟹ｙ の塞犬箆繋｝こ

なり 瓢 叱 蕾う極めて簿徴駒な鈍穣滋答獲髪祷つ娑考

克られ， このこ ㍑ 蜴 感染錐の一園毅なつていると考

え ら れ 花
．

５．１羽Ｄ
漱 に 淑亨る発薩隼鎌劇グルタミ ン酸脱炭

酸 水桑酵繋 （ＧＡカ） 銃鉢 と銃 とトイ ンス リン 抗体

（弧Ａ）

｛糖 尿 癩 セ ン タ Ｊ盲， 教 璽 大 学 医 学 部 小 泥 科
２〕
，

税擬帝童癩院小蝿 稗｝）

山 顕 秒 と み…〕・ 圭 洲 禰 子
ｉ〕・ 丸 泌 明 子１〕‘

大 喬 敏 毅享・ 笠 療 欝，・ 内 潟 安 子ユ〕・

犬森安 穀；・松補矯実蜘・穣島虜 瀞〕

帽 醐 聰Ｄ脳 の発綾機序登鱗粥賛る｝季段として

３０歳 兼 溝 発 療 ⑱ 胴 Ｄ脳 善こ諮 紗 る ＧＡＤ麦宛体 あ ＩＡＡ の

魯々 の 陽 健 薬 登 検 講 業 る こ と を 繭 駒 と し 花，

㈱ 象掘漢淡芳 渕 総歳衆瀦発縫の工篶篶Ｍ夏盗略 （弱

燈５１名， 糞 縫魯夏塙） 慈 錐 縫 弊 鶴著ζ漢 寧 遂 グタレー プ （グ

ループ Ａ⑬～δ 歳 ダ伽一プ 瀦§～至臓， 灼レープｃ

１３～１９歳， グ ル ー プ 泌 郷 ～ 郷 歳） １ζ分１夕沈． ＧＡＯ 抗

体 は， へ 孝 ス ト ジ ャ パ ン 愁 Ａ 寿 ツ 註１こて，韮Ａ 則 ま 滋 楯

ＲＩＡ漆にて損碇 し苑．Ｇ度Ｄ航体⑳陽 樹ま馳 加１以上，

正ＡＡ の 陽 健 は 蕊 篤 鰹 簾 讃 ⑳ 〉至，婁幽 総
淡 繍｛囎 と し

花
．

〔繕築〕 ＧＡＤ 流鉢の金体⑳陽燈薬 鯛婁％で 映Ａ の

陽懐離 鯛 跳 で鎗つ花．
Ｇ《ｏ 銃錐めグ伽一プご曇垂乙

捌 鳩 陽燈 靭ま， グルー プ淡， 鼠 α ｏ㌘受槻馨 棚６，

５７， 艀、 ６ 跳 で 務 つ 淀．
猟 舳 嚢 灼 ト ダ Ａ、 臥 Ｃ， Ｄ

で そ 椛 響 れ３６ － ５， ３婁， 玉 跳 で 鳶 っ 淀．

〔繕語〕 犯ＤＭ では， 獲炎》撹偉の陽獲率と
映Ａ の

陽性率は発痘隼齢１該 る養嚢鳶涛 荏し淀、

６． 特発牲心筋炎にお紡る 滅 鮒…搬 漱 跳 ｏｘ漉

合成酵素 （｛ＮＯＳ） の免疫縄織化撃的棲討

（第二病理学） 濠幽 蔑・稼錫稲代・

安藤顎予・ 濁１鰻灘・笠轟 斌

〔冒 駒〕 急 性 ・ 慢 憧 心 筋 炎萎こお い て， 心 筋 簿 警 な い

し心機能障害の関運因子どして 洲ＯＳが重要な意義

を持つことを心鱗塗検纏織を 蹴ユて免疫纏織舵学， 免

疫 電 顕 で 検 討 し た．

防 渕 急性心筋炎２５例， 糧燈心鰯炎２鰯の心筋笠

検標漆を 脇・， 航 洲ＯＳ銃 徽 ㌶ る免疫綴織梁
亀， 免

痩竃顕を矛わ 淀．

〔鯖築〕 懲憧・慢篠心鱗炎鰯蒙）心餓綴鰹， 廠欝乎滑

筋 細 臓， 雌 鷲 肉 慶 綴 滋。 マ ク 滋 フ ダ ー ジ喜ζ…ＮＯＳ 陽 糠

反燃遼認め稔． 鈍獲竃顕で亀免綾駁慮陽僚物驚療認め

花． 対鰯鰯では 脳ｏｓ陽燈綴 鰯ま認め島狐
な湯灼 怒．

〔総播∋ 慈健 擢 健心綴炎では 郷室漱１鮒 の関 割こよ

り 心 筋 細 胸 で 洲 ＯＳ治 溌 環 さ 批 怒 も め と 考 羨 る 扱 た．

ＮＯ は 心 鰯 細 胞１こ雄 し て ｃｙ 鰍 ｏｘ１ｃｌこ搾 溺 し， 心 餓 障

害や心機能障 割こ関尊し 孤・ると考乏ら拠淀．

７． ネ フ 藺 一
杉 症 榛 群 の１メ ン パ 球 渉 ブ 竜 ツ ト の 動 態

（第四内科） 三繍奈穂子・村奔寛滝１

湯 械 棚 子 ・ 薮 囲 孝 作 ・ 二 親 宏

種々 の腎炎の発症１こ１ま液縫なら 沸こ綴駿憧箆疫鎖複

雑に関与している． 近隼， 趨魔佳免疫⑳検 識こ綴魑表

繭抗体に対する悉ノクロー わ彩銃嫁壷 蹴 峡 リンパ球

サ ブ 杉 ツ ト 赫 融 嶋 れ る ぷ う１こ蓉 っ 苑． 今 濁 ス テ ロ イ

ド 剤 を 投 専 す る こ と１こ盗 っ て 癒 態 の 酸 藷 秘 認 め ら 批 る

ネ フ 測 一 遭 療 候 辮 で糠 誠 し 花．

〔対象〕 兼潜嬢の泳フ繊一嬉療候欝遂鰯， うち微小

笈化灘２例， 麟憧腎縫２ 鰍 リン
パ球繁ブ迎ツトの検

索は旅潜療 親 総穣鰯始緩呈～婁趨繁， 究塗窺解勅る

州ま芥発金でも炎ンパタ駁鎌滅妙じ怒 縛鰯で検討 し

た
、
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